
　

今
回
の
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
平

成
24
年
度
の
当
初
予
算
は
、
下
表
の

と
お
り
総
額
８
７
９
億
７
４
２
０
万

３
０
０
０
円
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
２
次
に

わ
た
る
行
財
政
改
革
推
進
計
画
や

財
政
健
全
化
計
画
の
実
施
に
よ

り
、
普
通
会
計
の
22
年
度
決
算
で
約

７
億
３
０
０
万
円
の
黒
字
を
確
保
し
、

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収

支
比
率
は
97
・
１
ポ
イ
ン
ト
で
、
12

年
度
以
来
11
年
ぶ
り
に
１
０
０
を
下

回
っ
て
お
り
、
将
来
の
投
資
に
回
せ

る
財
政
構
造
に
転
換
し
て
い
ま
す
。

　

24
年
度
は
、
事
務
事
業
評
価
を
一

層
強
め
、
行
政
の
透
明
化
、
施
策
の

進
行
管
理
及
び
市
民
参
画
を
強
化
し
、

よ
り
質
の
高
い
行
財
政
改
革
と
あ
わ

せ
て
、
戦
略
的
な
事
業
を
実
施
し
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
市
政
運
営
を
一
層

推
進
す
る
た
め
の
予
算
編
成
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
前
年
度

比
15
・
６
％
、
78
億
５
０
０
０
万
円

増
の
５
８
０
億
８
４
０
０
万
円
で
、

主
な
事
業
は
、
住
宅
市
街
地
総
合
整

備
、
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

設
置
、
地
域
伝
統
文
化
ま
つ
り
、
小

学
校
施
設
整
備
な
ど
で
す
。

　

本
年
度
予
算
の
採
決
に
当
た
っ
て

は
、
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保
険

事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
の
各

特
別
会
計
が
反
対
討
論
の
後
、
賛
成

多
数
で
、
残
り
３
特
別
会
計
及
び
水

道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
会
計
予
算
の
各
常
任

委
員
会
で
の
審
査
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

総
務
水
道
常
任
委
員
会
で
は
、
旧

第
六
中
学
校
仮
庁
舎
改
修
工
事
費
に

関
連
し
て
、
25
年
度
に
同
仮
庁
舎
へ

移
転
す
る
部
局
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

現
在
の
庁
舎
本
館
と
第
２
別
館
の
機

能
を
集
約
す
る
た
め
、
具
体
に
は
、

庁
舎
本
館
の
市
議
会
部
分
、
市
長
部

局
で
は
、
市
長
室
及
び
副
市
長
室
、

総
合
政
策
部
の
秘
書
広
報
課
、
企
画

課
、
財
政
課
及
び
公
民
協
働
課
、
総

務
部
の
法
務
課
、
管
財
課
及
び
人
事

課
、
健
康
福
祉
部
の
保
護
課
並
び
に

会
計
課
を
、
ま
た
、
第
２
別
館
教
育

委
員
会
の
学
校
教
育
部
の
教
育
総
務

課
及
び
学
校
教
育
課
、
生
涯
学
習
部

の
地
域
教
育
文
化
課
及
び
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
を
移
転
す
る
と
と
も
に
、
第

２
別
館
市
民
部
人
権
政
策
課
を
別
館

へ
移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
部
単
位

で
の
集
約
も
図
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
域
避
難
所
案
内
板

設
置
事
業
の
概
要
、
第
５
次
総
合
計

画
進
行
管
理
事
業
に
お
け
る
市
民
ご

意
見
番
制
度
導
入
の
理
由
な
ど
に
つ

い
て
質
疑
、
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
キ
ッ
ズ

カ
ー
ニ
バ
ル
事
業
の
概
要
を
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、
24
年
度
か
ら
地
域
全
体

で
子
育
て
を
支
援
す
る
意
識
の
醸
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
乳
幼
児
か

ら
高
校
生
ま
で
の
親
子
を
対
象
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
民
プ

ラ
ザ
で
親
子
が
触
れ
合
え
る
育
児
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
親
を
対
象
と
し
た
子
育

て
を
楽
し
む
た
め
の
講
演
会
及
び
舞

台
発
表
等
を
想
定
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
生
活
保
護
の
医
療
扶

助
費
の
適
正
化
対
策
に
お
け
る
健
康

管
理
支
援
事
業
等
の
内
容
、
中
小
企

業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
概
要
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
、
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

建
設
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
幸

福
町
・
垣
内
町
・
中
町
地
区
整
備
事

業
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

活
動
状
況
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
同

地
区
の
再
整
備
を
前
提
に
、
土
地
利

用
計
画
案
や
施
設
計
画
等
の
基
本
構

想
及
び
事
業
手
法
の
調
査
・
企
画
・

提
案
を
行
い
、
公
民
協
働
で
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

次
に
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
幸
福
町
・
垣
内

町
地
区
で
は
、
24
年
度
に
第
一
中
学

校
の
除
却
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
、

駅
前
広
場
や
交
流
広
場
の
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
地
区
周
辺
の
商
業
施

設
や
建
て
か
え
促
進
を
誘
導
し
、
本

市
の
顔
づ
く
り
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
ま
ち
の
創
出
を
図
る
。
ま
た
、

中
町
地
区
で
は
、
引
き
続
き
、
老
朽

建
築
物
等
の
除
却
や
公
共
施
設
用
地

取
得
等
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
、

建
て
か
え
促
進
を
誘
導
し
、
公
共
公

益
施
設
の
再
整
備
に
努
め
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
木
造
住
宅
等
建
替
え

促
進
事
業
等
の
概
要
、
学
力
向
上
支

援
員
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　　　　　　 平成 24 年度当初予算総括表　   （単位：千円）

会 計 名 24 年度 23 年度 増 減 額 増減率％

一　般　会　計 58,084,000 50,234,000 7,850,000 15.6
特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 事 業 18,143,052 17,740,447 402,605 2.3
公 共 下 水 道 事 業 5,901,986 5,745,712 156,274 2.7
都 市 開 発 資 金 783 783 0 0.0
公共用地先行取得事業 820,768 795,645 25,123 3.2
後期高齢者医療事業 1,328,870 1,091,563 237,307 21.7

水　道　事　業　会　計 3,694,744 3,772,678 △ 77,934 △ 2.1
総　　　計 87,974,203 79,380,828 8,593,375 10.8

仮
庁
舎
へ
の
移
転
に
向
け

旧
第
六
中
学
校
を
改
修

　
平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
28
日

か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
25
日
間
に
わ
た
り
開

会
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
各

派
の
代
表
質
問
並
び
に
市
政
に
対
す
る
一
般

質
問
が
行
わ
れ
、
市
長
の
政
治
姿
勢
を
た
だ

す
と
と
も
に
、
新
年
度
の
行
財
政
運
営
の
方

向
を
示
す
平
成
24
年
度
当
初
予
算
な
ど
市
長

提
出
議
案
41
件
、
議
員
提
出
議
案
６
件
に
つ

い
て
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
、
承
認
並
び
に
同
意
し
、
３

月
23
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

当
初
予
算
な
ど
47
議
案
を
可
決

予
算
総
額
８
８
０
億
円
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議 会 だ よ り
平成24年５月１日

 

民
意
を
重
く
受
け
止
め

 

四
宮
小
の
廃
校
は
い
っ
た
ん
白
紙
へ

問　

21
年
１
月
、
四
宮
小
学
校
の
廃

校
を
含
む
「
学
校
適
正
配
置
事
業
実

施
方
針
」
が
発
表
さ
れ
た
。
多
く
の

校
区
住
民
の
方
が
四
宮
小
の
存
続
を

求
め
、
そ
の
広
が
り
の
中
、
事
実

上
、
廃
校
問
題
は
凍
結
と
な
っ
て
い

る
。
教
育
委
員
会
は
、
24
年
４
月
以

降
、
「
計
画
変
更
も
含
め
て
、
今
後

一
定
の
時
間
を
か
け
て
検
討
し
改
め

て
提
案
す
る
」
と
答
弁
し
て
い
た
が
、

市
長
の
施
政
方
針
で
は
、
「
学
校
適

正
配
置
」
に
つ
い
て
一
言
も
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
ど
の

よ
う
な
議
論
が
さ
れ
て
き
た
の
か
。

答　

教
育
委
員
会
内
部
に
お
い
て
、

児
童
数
、
道
路
状
況
、
校
舎
の
耐
震

状
況
等
検
討
し
、
さ
ら
に
は
、
地
域

の
方
と
の
話
し
合
い
に
も
参
加
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
ま
た
24
年
１
月
に
四

宮
小
学
校
存
続
を
求
め
る
住
民
の
会

よ
り
提
出
さ
れ
た
４
８
４
１
名
に
上

る
要
望
に
つ
い
て
は
、
民
意
と
し
て

重
く
受
け
と
め
、
第
五
中
学
校
区
の

再
編
に
つ
い
て
は
、
い
っ
た
ん
白
紙

に
戻
す
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
教
育
委
員
会
議
に
諮
っ
て

い
く
。

 
市
民
に
耐
え
難
い
痛
み

 
消
費
税
増
税
は
撤
回
を

問　

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
」
で
は
、
消
費
税
率
を
10
％
ま
で

引
き
上
げ
る
一
方
、
法
人
税
に
つ
い

て
は
一
層
引
き
下
げ
を
検
討
、
年
金

支
給
額
の
切
り
下
げ
、
70
か
ら
74
歳

の
医
療
費
窓
口
負
担
増
、
「
子
育
て

新
シ
ス
テ
ム
」
で
は
保
育
の
市
場

化
・
産
業
化
な
ど
、
社
会
保
障
改
悪

が
目
白
押
し
で
あ
り
、
市
民
に
耐
え

難
い
負
担
と
痛
み
と
な
る
も
の
で
撤

回
し
か
な
い
が
、
市
長
の
認
識
は
。

答　

市
長
会
と
し
て
総
務
省
に
「
地

方
団
体
が
幅
広
く
、
社
会
保
障
給
付

に
充
当
で
き
る
よ
う
包
括
的
な
も
の

と
す
る
」
よ
う
要
請
し
て
お
り
、
今

後
の
国
と
の
協
議
を
見
守
っ
て
い
く
。

「
中
期
財
政
見
通
し
」
は

 

市
民
で
検
討
を
重
ね
る
べ
き

 

問　

今
後
５
年
間
に
、
約
76
億
円
で

庁
舎
本
館
移
転
、
体
育
館
、
図
書
館

等
生
涯
学
習
複
合
施
設
の
建
設
や
、

約
11
億
円
で
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
青

少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
、
さ
つ
き
園
・

く
す
の
き
園
等
の
跡
地
を
売
却
す
る

「
中
期
財
政
見
通
し
」
を
市
民
説

明
・
意
見
聴
取
が
な
い
ま
ま
、
昨
年

９
月
広
報
で
唐
突
に
公
表
し
た
。

　

売
却
計
画
を
い
っ
た
ん
撤
回
し
、

公
共
公
益
施
設
構
想
と
と
も
に
市
民

検
討
委
員
会
等
を
設
置
し
検
討
す
る

こ
と
及
び
「
中
期
財
政
見
通
し
」
の

見
直
し
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　

売
却
計
画
は
、
公
的
な
利
用
予

定
の
見
込
み
が
な
い
も
の
を
ま
ち
の

発
展
と
収
入
の
確
保
に
つ
な
げ
る
た

め
売
却
す
る
も
の
で
、
現
時
点
で
売

却
計
画
の
変
更
、
市
民
検
討
委
員
会

等
の
設
置
の
予
定
は
な
い
。
「
中
期

財
政
見
通
し
」
は
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
て
い
き
た
い
。

 

司
書
配
置
で
学
力
の
育
成
を

問　

確
か
な
学
力
の
育
成
に
は
読
書

の
推
進
・
学
校
図
書
館
司
書
の
配
置

が
欠
か
せ
な
い
。
国
の
交
付
税
措
置

を
活
用
し
て
、
同
司
書
を
配
置
す
る

考
え
は
。

答　

今
後
、
財
政
措
置
の
内
容
に
つ

い
て
把
握
・
精
査
し
て
い
く
。

 

持
続
可
能
な
都
市
経
営
に
向
け

 

職
員
の
資
質
向
上
を

問　

持
続
可
能
な
都
市
経
営
の
実
現

に
は
、
職
員
の
資
質
向
上
が
必
要
不

可
欠
と
考
え
る
が
、
職
員
配
置
や
人

事
評
価
制
度
活
用
な
ど
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答　

現
在
、
門
真
市
人
材
育
成
基
本

方
針
に
基
づ
く
職
員
研
修
や
人
事
異

動
、
人
事
評
価
制
度
を
活
用
し
、
積

極
的
な
人
材
育
成
に
努
め
て
い
る
。

　

人
事
異
動
で
は
、
職
員
の
専
門
的

な
技
術
や
資
格
を
把
握
し
、
適
材
適

所
の
配
置
を
、
ま
た
、
職
員
の
資
質

向
上
に
お
い
て
は
、
職
員
研
修
の
充

実
を
図
る
な
ど
、
み
ず
か
ら
課
題
を

発
見
し
解
決
で
き
る
行
政
の
プ
ロ
で

あ
る
職
員
の
育
成
を
、
さ
ら
に
、
人

事
評
価
制
度
は
、
給
与
面
へ
の
反
映

も
見
据
え
つ
つ
、
目
標
設
定
や
評
価

基
準
の
平
準
化
な
ど
、
制
度
の
公
平

性
・
透
明
性
を
高
め
て
い
き
た
い
。

 

産
業
活
性
化
環
境
の
形
成

 

問　

24
年
度
に
設
置
す
る
（
仮
称
）

門
真
市
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
及
び
「
メ
イ
ド
イ

ン
門
真
」
と
の
か
か
わ
り
は
。

答　

市
内
で
操
業
す
る
企
業
か
ら
の

要
望
を
受
け
て
設
置
す
る
も
の
で
、

大
手
製
造
企
業
の
Ｏ
Ｂ
な
ど
、
専

門
的
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
常
駐
さ
せ
、

企
業
へ
の
訪
問
活
動
も
含
め
て
各
種

相
談
に
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、

経
営
安
定
化
へ
の
支
援
を
図
る
。

　

ま
た
、
同
事
業
を
通
じ
て
、
企
業

力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た

な
企
業
間
連
携
に
よ
り
、
「
産
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
、
門
真
の
目
玉
・
強
み
づ
く
り
、

日

本

共

産

党

緑

風

ク

ラ

ブ

質問者
　井上まり子

質問者
　今田　哲哉

豊
北　

裕
子

福
田　

英
彦

亀
井　
　

淳

門
真
ブ
ラ
ン
ド
と
な
り
得
る
「
メ
イ

ド
イ
ン
門
真
」
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

 

運
動
施
設
の
充
実

問　

多
く
の
市
民
が
署
名
を
集
め
運

動
施
設
の
確
保
・
充
実
を
求
め
て
い

る
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

24
年
11
月
末
を
も
っ
て
借
地
契

約
が
終
了
し
、
廃
止
す
る
運
動
広
場

に
つ
い
て
は
、
北
島
地
区
で
の
防
災

公
園
・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
整

備
の
方
向
性
を
示
し
て
お
り
、
ナ
イ

タ
ー
整
備
を
兼
ね
備
え
た
旧
第
六
中

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
代
替
施
設
と

し
て
活
用
す
る
。

　

今
後
、
人
口
13
万
都
市
の
門
真
市

に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
あ

る
べ
き
姿
等
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、

生
涯
学
習
推
進
計
画
を
策
定
す
る
中

で
、
引
き
続
き
市
民
意
見
を
反
映
し

た
施
設
整
備
・
拡
充
を
目
指
し
、
よ

り
一
層
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
努
め
て

い
く
。

 

駅
前
広
場
の
不
法
駐
輪
対
策

問　

駅
前
広
場
の
不
法
駐
輪
問
題
解

決
に
は
利
用
者
の
モ
ラ
ル
向
上
は
も

と
よ
り
、
行
政
の
対
策
が
重
要
と
考

え
る
が
見
解
は
。

答　

21
年
11
月
か
ら
門
真
市
放
置
自

転
車
等
対
策
協
議
会
に
て
、
放
置
自

転
車
等
の
対
策
改
善
に
向
け
検
討
を

行
い
、
公
民
協
働
に
よ
る
古
川
橋
駅

前
の
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
の
設
置
、
運

営
、
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後

も
、
公
民
協
働
の
理
念
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
京
阪
電
気
鉄
道
㈱
に
対
し
、

市
内
各
駅
の
放
置
自
転
車
等
解
消
に

向
け
強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
お

互
い
の
役
割
を
認
識
し
た
上
、
対
応

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

問　

22
年
度
ま
で
の
６
年
間
で
約

２
０
０
億
円
の
効
果
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
た
行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
は
。

答　

職
員
数
の
削
減
、
給
与
の
減
額

や
見
直
し
、
事
務
事
業
の
委
託
化
及

び
収
入
の
確
保
な
ど
に
よ
り
、
22
年

度
決
算
で
は
、
11
年
ぶ
り
に
経
常
収

支
比
率
が
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
下
回

り
、
ま
た
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
に

お
い
て
早
期
健
全
化
団
体
へ
転
落
と

い
う
直
面
す
る
危
機
を
脱
す
る
な
ど
、

投
資
を
行
い
得
る
財
政
構
造
へ
の
転

換
が
果
た
せ
た
。

 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

 

多
目
的
利
用
に
つ
い
て

問　

多
目
的
利
用
へ
の
見
解
は
。

答　

先
進
市
の
事
例
で
あ
る
戸
籍
謄

抄
本
や
戸
籍
の
附
票
の
写
し
、
所
得

証
明
書
や
課
税
証
明
書
等
の
税
に
関

す
る
証
明
書
、
図
書
館
カ
ー
ド
や
公

共
施
設
の
予
約
な
ど
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

 

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

問　

同
シ
ス
テ
ム
導
入
の
進
捗
状
況

は
。

答　

23
年
度
末
に
シ
ス
テ
ム
及
び
機

器
の
構
築
を
完
了
さ
せ
、
万
が
一
、

本
市
に
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生

し
た
際
に
は
、
迅
速
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
備
え
て
い
く
。

 

四
宮
小
学
校
の
存
続
に
つ
い
て

問　

今
後
の
方
向
性
は
。

答　

24
年
１
月
に
四
宮
小
学
校
存
続

を
求
め
る
住
民
の
会
よ
り
、
４
８
４

１
名
に
も
上
る
要
望
が
出
さ
れ
た
こ

と
を
重
く
受
け
止
め
、
第
五
中
学

校
区
内
の
小
学
校
再
編
に
つ
い
て
、

い
っ
た
ん
白
紙
に
戻
す
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
教
育
委
員
会
議
で
、

方
針
変
更
を
24
年
度
早
期
に
議
決
し

て
も
ら
え
る
よ
う
説
明
し
て
い
く
。

 

学
校
施
設
に
お
け
る

 

非
構
造
部
材
の
耐
震
化

問　

24
年
度
中
に
す
べ
て
の
小
・
中

学
校
の
校
舎
、
体
育
館
の
耐
震
化
は

大
倉　

基
文

五
味　

聖
二

吉
水　

丈
晴

代
表
質
問

代
表
質
問

代
表
質
問

　

３
月
８
日
、
９
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
各
会
派
の
代
表

者
５
名
が
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
大
会
派
・
公
党
順
）

公

明

党
質問者
　春田　清子

武
田　

朋
久

岡
本　

宗
城

内
海　

武
寿

高
橋　

嘉
子

平
岡
久
美
子

鳥
谷　

信
夫

終
了
す
る
が
、
窓
ガ
ラ
ス
、
天
井
材

な
ど
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
は
。

答　

非
構
造
部
材
は
、
個
別
の
修
繕

対
応
を
し
て
い
る
が
、
大
規
模
改
造

事
業
に
お
い
て
も
非
構
造
部
材
の
耐

震
化
も
含
め
て
対
応
し
て
い
く
。

 

発
達
障
が
い
児
支
援

問　

生
涯
を
通
じ
た
支
援
体
制
の
構

築
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

答　

福
祉
部
局
と
連
携
し
、
門
真
市

障
が
い
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会
の

児
童
専
門
会
議
で
、
円
滑
な
支
援
の

た
め
の
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

 

乳
幼
児
医
療
助
成
の
拡
充

問　

24
年
７
月
診
療
分
よ
り
小
学
校

３
年
生
ま
で
の
助
成
に
拡
充
さ
れ
る

が
、
今
後
の
段
階
的
拡
充
へ
の
考
え

は
。

答　

国
・
府
及
び
府
内
各
市
の
動
向

や
本
市
の
財
政
状
況
等
を
勘
案
し
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

 

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

問　

北
西
部
・
中
部
ま
ち
づ
く
り
整

備
ゾ
ー
ン
で
の
、
今
後
の
取
り
組
み

は
。

答　

北
西
部
ま
ち
づ
く
り
整
備
ゾ
ー

ン
の
中
町
地
区
で
は
、
24
年
度
は
防

災
機
能
を
有
す
る
公
園
の
実
施
設
計

等
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
今
後
は
地

区
内
の
建
て
か
え
促
進
を
誘
導
し
、

公
共
公
益
施
設
の
再
整
備
に
努
め
て

い
く
。

　

幸
福
町
・
垣
内
町
地
区
で
は
、
24

年
度
は
第
一
中
学
校
の
除
却
を
予
定

し
て
お
り
、
今
後
は
、
駅
前
広
場
や

交
流
広
場
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

地
区
周
辺
の
商
業
施
設
や
建
て
か
え

促
進
を
誘
導
し
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
の
創
出
を
図
る
。

　

中
部
ま
ち
づ
く
り
整
備
ゾ
ー
ン
の

北
島
地
区
で
は
、
第
二
京
阪
道
路
を

生
か
し
た
新
た
な
都
市
機
能
の
誘
致

を
目
指
し
、
23
年
11
月
に
北
島
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
総
会
に
お
い
て

事
業
化
検
討
パ
ー
ト
ナ
ー
を
三
井
不

動
産
株
式
会
社
に
絞
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
は
、
24
年
度
に
土
地
区

画
整
理
事
業
の
調
査
業
務
委
託
を
予

定
し
て
お
り
、
25
年
度
に
は
土
地
区

画
整
理
組
合
を
設
立
し
、
28
年
度
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
門
真
団
地
に
お

い
て
は
、
１
期
の
建
築
工
事
が
、
24

年
度
か
ら
約
３
年
間
と
な
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
府
と
協
議
し
、
北
島

地
区
と
あ
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

 

サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
の
設
置
拡
充

問　

今
後
の
拡
充
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答　

24
年
度
中
に
古
川
橋
駅
周
辺
に

約
３
８
０
台
の
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
設

置
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
は
門
真

市
放
置
自
転
車
等
対
策
協
議
会
を
通

じ
て
、
民
有
地
の
活
用
や
、
全
域
へ

の
拡
充
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
。

 

硬
式
野
球
場

問　

硬
式
野
球
場
の
設
置
要
望
に
対

す
る
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

硬
式
野
球
も
可
能
な
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
用
地
確
保
を
初
め
、
条
件
整
備

に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
環
境
基
本
条
例

問　

同
条
例
制
定
で
は
、
環
境
行
政
、

保
全
に
つ
い
て
広
い
視
野
を
目
指
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　

同
条
例
は
、
地
球
環
境
の
保
全

を
視
野
に
入
れ
、
持
続
的
な
発
展
が

可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

本
市
の
環
境
に
関
す
る
基
本
理
念
を

定
め
る
こ
と
で
環
境
施
策
を
計
画

的
、
総
合
的
に
推
進
す
る
も
の
で
あ

る
。
市
民
・
事
業
者
・
市
役
所
の
役

割
等
を
定
め
、
三
者
が
協
働
し
、
低

炭
素
社
会
を
目
指
し
、
ご
み
の
落
ち

て
い
な
い
美
し
い
ま
ち
の
環
境
な
ど
、

本
市
の
環
境
を
保
全
・
創
造
し
つ
つ
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

実
施
し
て
い
く
た
め
に
、
市
民
の
意

見
を
十
分
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
市

民
の
だ
れ
も
が
住
み
続
け
た
い
ま
ち

づ
く
り
に
資
す
る
条
例
に
し
て
い
き

た
い
。

（２）



議 会 だ よ り
平成24年５月１日  

合
併
促
進
に
つ
い
て

問　

合
併
に
よ
る
規
模
拡
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
多
方
面
に
わ
た
る
と
思
う

が
、
合
併
へ
の
考
え
は
。

答　

合
併
に
よ
り
中
核
市
規
模
の
基

礎
自
治
体
と
な
れ
ば
、
財
政
面
や
人

材
面
で
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
生
か

さ
れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
都

市
間
競
争
に
耐
え
得
る
市
の
魅
力
づ

く
り
に
有
利
と
な
る
が
、
市
役
所
と

住
民
の
距
離
が
遠
く
な
る
な
ど
、
課

題
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

都
構
想
に
お
い
て
も
、
大
阪
市
周

辺
の
自
治
体
の
中
核
市
に
関
す
る
議

論
が
さ
れ
て
お
り
、
動
向
に
注
視
し

て
い
く
。
合
併
は
、
市
民
が
住
み
た

い
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
と
し
て
本

市
を
考
え
、
そ
の
結
果
と
し
て
望
む

の
で
あ
れ
ば
、
将
来
的
に
選
択
肢
と

し
て
重
要
な
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

 

く
す
の
き
広
域
連
合
か
ら

 

の
脱
退
に
つ
い
て

問　

本
市
独
自
の
運
営
の
ほ
う
が
よ

い
と
思
う
が
、
見
解
は
。

答　

介
護
報
酬
の
適
用
地
域
に
つ
い

て
、
27
年
度
以
降
、
四
條
畷
市
の
み

 

税
金
浪
費
・
市
収
入
減
少
の

 

コ
ン
ビ
ニ
住
民
票
事
業
の
愚
か
さ

問　

当
初
９
カ
月
の
住
基
カ
ー
ド
無

料
化
費
用
や
窓
口
発
行
よ
り
１
枚
百

円
安
く
す
る
手
数
料
減
収
も
含
め
て

新
年
度
の
市
の
支
出
額
総
計
は
？

答　

総
額
は
１
８
３
６
万
４
千
円
。

が
本
市
及
び
守
口
市
と
は
異
な
る
適

用
区
分
と
な
る
た
め
、
構
成
３
市
で

今
後
の
運
営
方
法
の
協
議
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
介
護
保
険
事
業

の
府
で
の
一
本
化
等
も
報
道
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
期
間
が
終
了
す
る
27
年
度

以
降
は
、
同
連
合
の
あ
り
方
を
検
証

し
、
見
直
し
も
選
択
肢
と
し
て
い
く
。

 

府
立
支
援
学
校
へ
の

 

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

問　

府
立
支
援
学
校
４
課
連
絡
会
の

動
き
、
特
に
守
口
支
援
学
校
の
拡
充

と
交
野
支
援
学
校
四
條
畷
校
の
存
続

へ
の
考
え
方
は
。

答　

守
口
支
援
学
校
の
過
密
化
の
よ

う
な
府
立
支
援
学
校
の
課
題
に
つ
い

て
、
23
年
度
に
庁
内
で
府
立
支
援
学

校
問
題
４
課
連
絡
会
を
立
ち
上
げ
、

状
況
把
握
を
行
っ
て
お
り
、
同
四
條

畷
校
へ
の
通
学
の
利
便
性
も
認
識
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
含
め
、

守
口
支
援
学
校
の
拡
充
、
同
四
條
畷

校
の
存
続
及
び
同
校
へ
本
市
の
児

童
・
生
徒
が
通
学
で
き
る
よ
う
、
24

年
１
月
に
府
教
育
委
員
会
へ
要
望
を

行
っ
た
が
、
今
後
も
要
望
し
て
い
く
。

自
由
民
主
党
新
政
ク
ラ
ブ

質問者
　佐藤　親太

中
道　
　

茂

土
山　

重
樹

 

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
南
伸
に
つ
い
て

問　

同
モ
ノ
レ
ー
ル
が
南
伸
さ
れ
れ

ば
、
Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
と
近
鉄
奈
良

線
が
結
節
し
、
利
便
性
や
経
済
効
果

が
期
待
で
き
、
本
市
南
部
地
域
の
活

性
化
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

本
会
派
で
24
年
２
月
に
国
土
交
通
省

へ
陳
情
を
行
っ
た
。
市
と
し
て
府
へ

要
望
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　

南
伸
に
つ
い
て
は
、
府
財
政
再

建
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
で
「
将
来
構
想
と

し
て
、
地
元
市
等
と
も
連
携
し
な
が

ら
需
要
と
採
算
性
を
見
極
め
て
い

く
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
早

期
着
手
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
が
、

南
伸
の
具
体
化
に
向
け
、
今
後
も
沿

線
７
市
か
ら
成
る
大
阪
中
央
環
状
モ

ノ
レ
ー
ル
建
設
促
進
会
議
を
通
じ
、

府
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。　

 

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
児
童
・   

 

生
徒
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

ど
の
よ
う
な
対
策
や
方
法
を
考

え
て
い
る
か
。

答　

個
々
の
状
況
に
応
じ
た
指
導
を

行
う
と
と
も
に
、
授
業
改
善
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

具
体
に
は
、
各
学
校
に
お
け
る
放
課

後
や
長
期
休
業
中
の
補
習
授
業
及
び

家
庭
学
習
の
指
導
に
よ
り
対
応
し
て

い
る
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
に
は
、
「
学
び
合

い
高
め
合
う
授
業
づ
く
り
」
、
「
と

も
に
学
び
と
も
に
生
き
る
」
等
の
取

り
組
み
を
通
し
て
、
笑
顔
が
生
ま
れ

る
集
団
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
、
各

学
校
が
わ
か
る
授
業
づ
く
り
を
組
織

的
に
進
め
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

高
齢
者
虐
待
等
防
止
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

本
市
で
の
同
虐
待
等
の
内
容
や

相
談
件
数
を
市
広
報
紙
等
に
掲
載
し
、

市
民
全
体
で
実
態
を
共
有
す
る
こ
と

に
よ
り
、
同
虐
待
防
止
へ
の
抑
止
力

に
な
る
と
思
う
が
、
見
解
は
。

答　

指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
今
後
、
実
施
に
向
け
て
取

り
組
ん
で

い
く
。

門
真
市
民
ク
ラ
ブ

質問者
　田伏　幹夫

木
津　

英
之

日
高　

哲
生

２・１ 河北市議会議長会総会・管外行政調査
　　３ 大阪府市議会議長会正副会長会・理事会
　　９ 全国市議会議長会理事会・評議員会
　　９ 門真市都市計画審議会
　　10 全国市議会議長会市議会議員共済会代議員会
　　13 河北市議会議長会議員合同研修会　
　　14 大阪府都市計画審議会
　　15  東部大阪治水対策促進議会協議会正副会

長会・常任委員会・総会
　　20 全国高速自動車道市議会協議会定期総会
　　21 議会運営委員会
　　28 本会議（第１回定例会開会）
３・２ 大阪府市議会議長会正副会長会・理事会・総会
　　８ 議会運営委員会
　　８ 本会議（代表質問）
　　９ 本会議（代表質問・一般質問）
　　12 民生常任委員会
　　13 建設文教常任委員会
　　15 議会運営委員会

　　19 総務水道常任委員会
　　23 本会議（第１回定例会閉会）
　　27 飯盛霊園組合議会定例会
　　28 守口市門真市消防組合議会定例会
　　28 くすのき広域連合議会定例会
　　29 門真市都市計画審議会 
４・４  東部大阪治水対策促進議会協議会正副会

長会・監事会
　　９ 大阪府市議会議長会監事会・新旧正副会長会 
　　16 近畿市議会議長会定期総会前理事会・定期総会

議 会 の あ ゆ み
　（平成 24年２月１日〜４月 30日）

■施政方針に対する代表質問の要旨（大会派・公党順）
 公明党
 春田清子　議員
１　行財政改革と公民協働について
　⑴　効率的な行財政改革について
　⑵　電子自治体の推進について
　⑶　市民公益活動の促進について
　⑷　仮称「門真市自治基本条例」について
２　教育について
　⑴　教育力の向上について
　⑵�　四宮小学校を初めとする小・中学校の適正配置について
　⑶　学校施設の防災機能強化について
　⑷　教育環境の充実について
　⑸　発達障がい児の支援について
３　子育て支援について
　⑴　乳幼児医療助成について
　⑵　病児・病後児保育について
　⑶　ひとり親家庭の支援について
　⑷　子育て支援環境の充実について
　⑸�　子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎

球�菌ワクチンの公費助成拡充について
４　安全・安心のまちづくりについて
　⑴　魅力あるまちづくりについて
　⑵　防災・減災対策について
　⑶�　放置自転車対策とサイクルラックの設置拡充について
　⑷　防犯対策について
　⑸　消費生活対策について
　⑹　コミュニティバスとふれあい巡回バスについて
５　人が輝き・文化薫るまちについて
　⑴　男女共同参画社会の推進について
　⑵　生涯学習環境の充実について
　⑶　市民スポーツの振興について
　⑷　地域文化の保存と継承について
６　健康福祉と支え合う社会の実現について
　⑴　介護保険料の負担軽減について
　⑵　地域包括支援センターの機能強化について
　⑶　障がい者（児）福祉と自立支援について
　⑷　自殺防止・心の病対策について
　⑸　高齢者用肺炎球菌ワクチンの公費助成について
７　環境保全と産業振興について
　⑴　仮称「門真市環境基本条例」について
　⑵　低炭素社会の実現について
　⑶　産業振興の推進と雇用促進について　
 日本共産党
 井上まり子　議員
１　政治姿勢について
　⑴�　「社会保障と税の一体改革」及びTPP（環太平洋経済連携

協定）について
　⑵　市民の暮らしを守る基本姿勢について
　⑶　「市民に寄り添う市政」の実現について
　⑷　門真市財政健全化計画・中期財政見通しについて
　⑸　自治基本条例について
　⑹　大阪都構想について
　⑺　教育基本条例案に対する対応について
２　市民の暮らしを守る施策について
　⑴　国民健康保険制度について
　⑵　市民の健康を守る施策の充実について

　⑶　高齢者、障がい者が安心して暮らせる施策について
３�　市民の営業と暮らしを守り、地域経済を発展させることについて
　⑴�　地元産業育成における「住宅リフォーム制度」の創設について
　⑵�　仮称「門真市中小商工業振興基本条例」制定について
４　まちづくりについて
　⑴　安全最優先の災害に強いまちづくりについて
　⑵　第二京阪道路の環境・安全対策について
　⑶　北島市街化調整区域のまちづくりについて
　⑷�　幸福町・垣内町地区、中町地区のまちづくりについて
　⑸　門真団地の建てかえについて
５　誰もが安心できる子育てと教育の充実について
　⑴�　児童・生徒の確かな学力の育成と少人数学級について
　⑵　特別支援教育について
　⑶　幼児教育について
　⑷　学校適正配置について
　⑸　保育行政について
 緑風クラブ
 今田哲哉　議員
１　みんなの協働でつくる地域力のあるまちについて
　⑴　広報・広聴活動の充実について
　⑵　市民公益活動の促進について
　⑶　効率的、効果的な行政運営について
２　将来を担う子どもが育つ教育力のあるまちについて
　⑴　子育て支援環境の充実について
　⑵　援助が必要な家庭の支援について
　⑶　みんなで支える子育て環境づくりについて
　⑷　子どもの教育環境の充実について
　⑸　青少年の健全育成について
　⑹　児童・生徒の確かな学力の育成について
　⑺　学校施設の充実について
３　安全・安心で快適に暮らせる明るいまちについて
　⑴　防犯対策について
　⑵　交通安全対策について
　⑶　まちの顔づくりについて
　⑷　道路・交通網の充実について
４　いきいきと人が輝く文化薫るまちについて
　⑴　基本的人権の尊重について
　⑵　生涯学習環境の充実について
　⑶　市民スポーツの振興について
５　健やかな笑顔あふれる支え合いのまちについて
　⑴　社会保障制度の適正な運営について
　⑵　生活保障と自立支援対策について
　⑶　生涯を通じた健康づくりについて
６　環境と調和し、産業が栄える活力のあるまちについて
　⑴　環境保全対策について
　⑵　既存産業を活かした産業活性化環境の形成について
 自由民主党新政クラブ
 佐藤親太　議員
１　合併について
　⑴　合併促進について
２　くすのき広域連合について
　⑴　脱退について
３　生活保護について
　⑴　家計簿、ボランティアの義務づけについて
４　失業問題について
　⑴　有償ボランティアによる救済について

５　保育園について
　⑴　待機児童について
６　まちづくりについて
　⑴　現状と見通しについて
７　地域通貨について
　⑴　普及について
８　支援学校について
　⑴　基本的な考え方について
 門真市民クラブ
 田伏幹夫　議員
１　みんなの協働でつくる地域力のあるまちについて
　⑴　市民公益活動の促進について
　⑵　効率的、効果的な行政運営について
　⑶　電子自治体の推進について
２�　将来を担う子どもが育つ教育力のあるまちについて
　⑴　児童・生徒の確かな学力の育成について
　⑵　学校施設の充実について
３　安全・安心で快適に暮らせる明るいまちについて
　⑴　防犯対策について
　⑵　交通安全対策について
　⑶　快適に暮らせる生活基盤の整備について
　⑷　大阪モノレール南伸について
４　いきいきと人が輝く文化薫るまちについて
　⑴　男女共同参画社会の推進について
　⑵　めざせ世界へはばたけ事業について
５　健やかな笑顔あふれる支え合いのまちについて
　⑴　高齢者福祉の充実について
　⑵　生活保障と自立支援対策について
６�　環境と調和し、産業が栄える活力のあるまちについて
　⑴　環境保全対策について
　⑵　公園・緑地ネットワークの充実について

 戸田久和　議員（無所属）
１　施政方針で強く疑問に思う点について
　⑴　門真市消滅の大阪都構想への批判が弱いことについて
　⑵�　昨年市が明示したはずの脱原発のまちづくりがどこに

もない点について
　⑶�　需要捏造・税金浪費・市収入減少のコンビニ住民票事

業の愚かさについて
２�　市民に切実な案件が議会で審議されない今の仕組みの改善について
　⑴�　学校等重要施設の統廃合や市営住宅制度の存廃等は、

行政の方針決定段階で議会に十分に審議をさせて決める
べきことについて

　⑵�　自治基本条例新時代にふさわしい行政と議会のあり方について
３　先進施策がいつの間にか後退消滅することの防止について
　⑴�　せっかくできた市ホームページのＱ＆Ａが勝手になく

されていた件の検証について
４　真に有効な暴力団対策について
　⑴�　市民を矢面に立たせ、不当な差別を制度化する警察主

導の暴力団排除条例の問題点について
　⑵　入札、工事、契約のあり方について
　⑶�　工事や契約に暴力団情報があった場合の対処責任、調

査検証、罰則などについて

た
だ
国
か
ら
の
特
別
交
付
税
措
置
見

込
み
が
９
５
２
万
２
千
円
あ
る
。

問　

予
算
概
要
説
明
９
３
５
万
９
千

円
の
倍
額
で
ウ
ソ
説
明
も
同
然

だ
。
コ
ン
ビ
ニ
発
行
１
枚
当
た
り

３
６
７
３
円
に
な
る
！
震
災
復
興
で

金
が
必
要
な
時
に
こ
ん
な
事
業
で
国

か
ら
金
を
受
け
て
恥
ず
か
し
い
と
思

わ
な
い
の
か
！
多
く
の
市
民
か
ら
事

業
停
止
を
求
め
る
署
名
が
上
っ
た
ら

市
民
審
査
と
か
事
業
仕
分
け
に
か
け

る
べ
き
。

答　

必
要
に
応
じ
て
事
業
の
改
善
等

に
反
映
さ
せ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

 

形
式
的
な
議
会
審
議
の
改
善
を

問　

学
校
等
重
要
施
設
の
統
廃
合
や

市
営
住
宅
制
度
の
存
廃
等
は
行
政
の

方
針
決
定
段
階
で
議
会
に
十
分
な
審

議
を
さ
せ
る
べ
き
。
改
善
方
策
は
？

答　

こ
れ
か
ら
の
自
治
の
基
本
と
な

る
べ
き
事
項
の
一
つ
と
認
識
。
今
後
、

自
治
基
本
条
例
案
を
議
会
に
諮
る
中

で
の
議
論
も
踏
ま
え
当

該
理
念
の
実
現
に
向
け

て
検
討
す
る
。

質問者
　戸田　久和
　 （無所属）

一般質問一般質問一般質問

◇ 質問・答弁の詳細な内容（※）については市議
　 会ホームページ（http://www.city.kadoma.osaka.jp/
　 shigikai/）及び各議員のホームページをごらんく
　 ださい。
※ 第１回定例会の会議録は６月中旬に掲載する予
　 定です。

（３）

■市政に対する一般質問の要旨



公　明　党 日本共産党 緑風クラブ 自由民主党
新政クラブ

門真市民
ク ラ ブ

無
所
属

議
　
決
　
結
　
果

武
田
朋
久

岡
本
宗
城

内
海
武
寿

高
橋
嘉
子

春
田
清
子

平
岡
久
美
子

鳥
谷
信
夫

豊
北
裕
子

井
上
ま
り
子

福
田
英
彦

亀
井
　
淳

大
倉
基
文

五
味
聖
二

今
田
哲
哉

吉
水
丈
晴

中
道
　
茂

土
山
重
樹

佐
藤
親
太

木
津
英
之

田
伏
幹
夫

日
高
哲
生

戸
田
久
和

報　告 専決処分の報告について（和解又は損害賠償額の決定について） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

（
議
長
に
つ
き
、
採
決
に
参
加
な
し
）

― 議決不要

専決処分 専決処分の承認を求めることについて（平成 23 年度門真市一般会計補正予算（第
５号）について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

条　例

門真市墓地等の経営の許可等に関する条例の制定について／議会の議員その他非
常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正について／門真市手数料条
例の一部改正について／門真市乳幼児の医療費の助成に関する条例の一部改正に
ついて／門真市ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部改正について／門
真市難病患者等に対する日常生活用具の給付に係る費用負担に関する条例の一部
改正について／門真市建築基準法施行条例の一部改正について／門真市営住宅条
例の一部改正について／門真市立幼稚園条例の一部改正について／門真市立公民
館運営審議会条例の一部改正について／門真市立図書館協議会条例の一部改正に
ついて／門真市水道事業の設置等に関する条例の一部改正について／門真市立運
動広場条例の廃止について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

門真市暴力団排除条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決
門真市住民基本台帳カードの利用に関する条例の制定について／門真市東部大阪都
市計画大阪中央環状線沿道地区及び東部大阪都市計画第二京阪道路沿道地区の地区
計画の区域内における建築物の制限等に関する条例の制定について／門真市立門真
市民プラザ条例の制定について／外国人登録法の廃止に伴う関係条例の整備に関す
る条例の制定について／門真市税条例の一部改正について／門真市立知的障害児通
園施設条例及び門真市立肢体不自由児通園施設条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

その他の
議　　案

門真市土地開発公社の解散について／地方財政法附則第 33 条の５の７第１項の
規定に基づく地方債に係る許可の申請について／権利の放棄について／（仮称）
門真市立統合中学校整備ＰＦＩ事業に係る特定事業契約の一部変更について／字
の区域の変更及び町の新設について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

補正予算

平成 23 年度門真市国民健康保険事業特別会計補正予算（第６号）／平成 23 年度
門真市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）／平成 23 年度門真市後期高
齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成 23 年度門真市一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

当初予算

平成 24 年度門真市公共下水道事業特別会計予算／平成 24 年度門真市都市開発資
金特別会計予算／平成 24 年度門真市公共用地先行取得事業特別会計予算／平成
24 年度門真市水道事業会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成 24 年度門真市一般会計予算／平成 24 年度門真市国民健康保険事業特別会計
予算／平成 24 年度門真市後期高齢者医療事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

人事案件
人権擁護委員候補者（西川亮彦 氏、玄番允子 氏、濵田和則 氏）の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
副市長（川本雅弘 氏）の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議員提出
議　　案

支援学校の教育環境の整備を求める意見書／父子家庭支援策の拡充を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
年金制度抜本改革の全体像を早期に公表することを求める意見書／基礎自治体へ
の円滑な権限移譲に向けた支援策の充実を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

戸別所得補償制度の見直し等、農業政策の立て直しを求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決
若者雇用をめぐるミスマッチ解消を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

会　派　名

議　員　名

件  　　名

第１回定例会で審議された案件と議決結果

※表の見方　『○』は賛成、『×』は反対。会派名は大会派・公党順、議員名は議席順。

議 会 だ よ り
平成24年５月１日 　

門
真
市
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

利
用
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
用

い
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
に
設
置
さ
れ
た
多
機
能
端
末
機

に
よ
り
、
住
民
票
の
写
し
及
び
印
鑑

登
録
証
明
書
の
自
動
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
本
年
７
月
９
日
か
ら
実
施
す
る
た

め
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
同
カ
ー
ド
の
利
用
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
提
案
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
民
生
常
任

委
員
会
で
は
、
同
サ
ー
ビ
ス
実
施
の

メ
リ
ッ
ト
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
全

国
約
１
万
４
０
０
０
店
舗
の
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
で
、
年
末
年
始
を
除
く
午

前
６
時
30
分
か
ら
午
後
11
時
ま
で
、

証
明
書
等
を
取
得
で
き
る
こ
と
か
ら
、

申
請
場
所
の
大
幅
な
拡
充
や
待
ち
時

間
の
短
縮
等
に
よ
り
市
民
の
利
便
性

の
向
上
が
図
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
及
び
個

人
情
報
保
護
対
策
を
た
だ
し
た
と
こ

ろ
、
地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
携
を
行
う
運
用
で
、

閉
域
性
が
確
保
さ
れ
た
専
用
回
線
と

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
用
し
、

第
三
者
か
ら
の
不
正
ア
ク
セ
ス
を
防

止
し
、
ま
た
、
証
明
書
発
行
終
了
後

は
、
コ
ン
ビ
ニ
端
末
の
個
人
情
報
は

完
全
に
消
去
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
同

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
は
同
カ
ー
ド
と

暗
証
番
号
の
入
力
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
対
策
は
万
全
で
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

当
た
っ
て
は
、
既
に
同
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
同

サ
ー
ビ
ス
用
の
暗
証
番
号
を
新
た
に

設
定
す
る
こ
と
で
利
用
で
き
る
と
と

も
に
、
同
カ
ー
ド
の
発
行
手
数
料
に

つ
い
て
も
、
現
在
５
０
０
円
と
し
て

い
る
が
、
24
年
７
月
９
日
か
ら
25
年

３
月
31
日
の
間
は
無
料
で
交
付
す
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
同
サ
ー
ビ
ス
実
施
の
初

期
費
用
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に

つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
８
５
０
万
５
０
０
０
円
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
し
て
年
間

４
０
９
万
８
０
０
０
円
と
コ
ン
ビ
ニ

へ
証
明
発
行
１
件
当
た
り
１
２
０
円

の
手
数
料
を
要
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

本
案
の
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
反

対
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
起
立

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

門
真
市
乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
は
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
に

お
い
て
、
本
年
７
月
か
ら
、
乳
幼
児

医
療
費
の
助
成
対
象
者
を
現
在
の
小

学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
か
ら
小

学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に

よ
り
、
同
制
度
の
よ
り
一
層
の
充
実

を
図
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、

審
査
を
付
託
さ
れ
た
民
生
常
任
委
員

会
で
は
例
外
規
定
に
該
当
す
る
対
象

者
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、
答
弁
が
あ

り
、
本
案
は
全
員
異
議
な
く
可
決
し

ま
し
た
。

乳
幼
児

　
医
療
費
助
成

小
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大

　

門
真
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に

つ
い
て
は
、
門
真
市
土
地
開
発
公
社

が
18
年
度
以
降
、
国
の
土
地
開
発
公

社
経
営
健
全
化
対
策
を
活
用
し
、
経

営
の
健
全
化
に
努
め
て
い
る
中
、
同

公
社
の
用
地
先
行
取
得
の
必
要
性
な

ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
結
果
、
所

期
の
設
立
目
的
は
達
成
し
た
こ
と
か

ら
、
国
の
財
政
的
な
支
援
措
置
等
を

活
用
し
、
債
務
超
過
と
な
っ
て
い
る

同
公
社
を
解
散
す
る
も
の
で
、
審
査

の
付
託
を
受
け
た
総
務
水
道
常
任
委

員
会
で
は
、
解
散
の
具
体
の
理
由
な

ど
に
つ
い
て
質
疑
、
答
弁
が
あ
り
、

本
案
は
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し

た
。

　

門
真
市
立
運
動
広
場
条
例
の
廃
止

に
つ
い
て
は
、
同
広
場
を
24
年
12
月

１
日
に
廃
止
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
建
設
文
教

常
任
委
員
会
で
は
、
利
用
者
や
地
権

者
へ
の
説
明
状
況
を
た
だ
し
た
と
こ

ろ
、
体
育
協
会
傘
下
の
各
種
団
体
に

対
し
て
、
24
年
２
月
に
同
広
場
の
今

後
の
方
向
性
を
示
し
た
上
で
廃
止
を

説
明
し
、
体
育
協
会
に
加
盟
し
て
い

な
い
団
体
に
つ
い
て
も
代
表
者
を
通

じ
て
既
に
説
明
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
権
者
へ
は
23
年
末
か
ら

副
市
長
の
選
任

  

門
真
市
野
里
町
９
番
25
号

　
　
　

　
　
　

川か
わ　

本も
と　

雅ま
さ　

弘ひ
ろ

　

本
案
は
、
小
西
清
副
市
長
の
任
期

満
了
に
伴
い
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、

選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

門
真
市
大
字
三
ツ
島
１
３
７
４
番
地

　
　
　

西に
し　

川か
わ　

亮あ
き　

彦ひ
こ

　

門
真
市
柳
町
８
番
34
号

　
　
　

玄げ
ん　

番ば　

允み
つ　

子こ

　

門
真
市
北
島
町
12
番
２
号

　
　
　

濵は
ま　

田だ　

和か
ず　

則の
り

人
事
案
件
に
同
意

年
金
制
度
抜
本
改
革
の
全
体
像
を
早

期
に
公
表
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書戸
別
所
得
補
償
制
度
の
見
直
し
等
、

農
業
政
策
の
立
て
直
し
を
求
め
る
意

見
書

支
援
学
校
の
教
育
環
境
の
整
備
を
求

め
る
意
見
書

基
礎
自
治
体
へ
の
円
滑
な
権
限
移
譲

に
向
け
た
支
援
策
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

若
者
雇
用
を
め
ぐ
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
解

消
を
求
め
る
意
見
書

父
子
家
庭
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書 意

見
書
６
件
を
可
決

自
宅
を
訪
問
し
、
賃
貸
借
契
約
が
終

了
す
る
24
年
11
月
30
日
を
も
っ
て
返

却
す
る
旨
の
説
明
を
し
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

な
お
、
代
替
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
考
え

に
つ
い
て
は
、
ナ
イ
タ
ー
設
備
を
兼

ね
備
え
た
旧
第
六
中
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
同
広
場
の
代
替
施
設
と
し
て

活
用
し
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

は
、
北
島
地
区
で
の
防
災
公
園
・
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
計
画
を
示
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
本
案
は
全

員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

住民基本台帳カード利用

コンビニ（セ ブ ン
イレブン）で

　　証明書発行実施

 

門
真
市
立
運
動
広
場
を
廃
止

土
地
開
発
公
社
を
解
散

（４）


